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令和４年２月　潮来市議会だより 185 号 2

　

令
和
四
年
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
健
や
か
に
新
春
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
昨
年
か
ら
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
社

会
的
に
も
経
済
的
に
も
大
変
な
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。
57
年
ぶ
り
に

２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
も
無
観
客
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
一
年

遅
れ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
潮
来

市
制
二
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
節
目
の
年

で
も
あ
り
、
各
種
制

約
の
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

少
し
ず
つ
行
事
も
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
に
生
活
習
慣

と
し
て
定
着
し
た
基
本
的
な
感
染
予

防
対
策
を
行
い
な
が
ら
社
会
活
動
も

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

希
薄
化
が
云
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
関
連
に
て
地
域
に
限
ら

ず
学
校
・
会
社
・
各
種
団
体
活
動
な

ど
三
密
回
避
、
外
出
自
粛
等
ま
す
ま

す
人
と
人
と
の
関
係
希
薄
化
が
顕
著

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
現

在
こ
そ
議
会
の
役
割
が
重
要
と
認
識

し
、
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

潮
来
市
で
は
、
東
関
道
延
伸
の
工

事
が
進
み
国
交
省
か
ら
２
０
２
５
〜

２
６
年
度
全
線
開
通
の
予
定
が
報
告

さ
れ
、
日
本
一
の
水
路
の
ま
ち
基
本

計
画
の
策
定
や
前
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

人
工
芝
化
な
ど
さ
ら
な
る
潮
来
市
の

活
性
化
に
向
け
た
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
ご
理
解

と
ご
協
力
の
お
願
い
と
、
こ
の
一
年

の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市
議
会
議
長　

新
年
の
挨
拶

潮来市議会議長
 笠　間　丈　夫

　私たち議員は市民の代表として、みなさんが住みやすいまちにするために
より良い政策を市が行えるよう主に以下のような活動をしています。

市議会は　みなさんの　パートナー

聴く・伝える聴く・伝える
みなさんの声に耳を傾け、
まちづくりに関する情報や
議論の経緯を伝えます。

チェックチェック
本議会や委員会にて、市が
提出する議案等を審査しま
す。

提　案提　案
みなさんの声を市政に反映
できるように提案します。



令和４年２月　潮来市議会だより 185 号3

令和3年
第３回臨時会
会期１日間（11月10日）

議案等６件を全会一致で可決
　令和３年第３回臨時会が開催されました。
　市長から同意１件、議案５件が提出されました。

▼令和３年第３回臨時会議決結果一覧
議案番号 議 案 表 題 等 内　　　　容 結　果

同意第4号
潮来市名誉市民の選定につき同意を求める
ことについて

潮来市名誉市民の選定に伴う同意 同意

議案第45号
潮来市職員の給与に関する条例の一部改正
について

給与に関する条例の一部を改正

原案可決

議案第46号
潮来市特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例の一部改正について

原案可決

議案第47号
潮来市一般職の任期付職員の採用及び給与
の特例に関する条例の一部改正について

原案可決

議案第48号
潮来市参与設置に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決

議案第49号
令和３年度潮来市一般会計補正予算
（第８号）

予算総額146億4,863万4千円とするもの
（1,203万6千円追加）

原案可決

※
主
な
議
案
等
を
紹
介
し
ま
す

　

故
藤
嶋　

正
孝　

元
茨
城
県
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
潮
来
市
大
賀
）

　

社
会
の
進
歩
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た
方
に
対
し
、

潮
来
市
名
誉
市
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
、
期
末
手
当
の

額
の
改
定
を
行
い
ま
す
。

※
議
案
第
46
号
〜
第
48
号
も
同
じ
で
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て

・
茨
城
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
費
用１

，２
０
３
万
６
千
円

同意
第４号

潮
来
市
名
誉
市
民
の
選
定
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議案
第45号

潮
来
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議案
第49号

令
和
３
年
度
潮
来
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

次
の
ペ
ー
ジ
は

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
・
議
案
質
疑

議
案
等
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

臨 が



令和４年２月　潮来市議会だより 185 号 4

令和3年
第４回定例会
会期22日間（12月1日～22日）

議案等12件を全会一致で可決

　令和３年第４回定例会が開催されました。
　市長から承認５件、議案６件、同意１件が提出されました。
　市政一般についての質問は７人の議員が行いました。要約した内容を７～１４ページに掲載
しています。

▼令和３年第４回定例会議決結果一覧
議案番号 議 案 表 題 等 内　　　　容 付託委員会 結果

承認第6号
専決処分事項の承認を求めることに
ついて（潮来市職員の給与に関する条例
の一部を改正する条例を廃止する条例）

地方自治法の規定による専決処分に伴う報告

総務建設
委 員 会

承認

承認第7号

専決処分事項の承認を求めることに
ついて（潮来市特別職の職員で常勤の
ものの給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例を廃止する条例）

総務建設
委 員 会

承認

承認第8号

専決処分事項の承認を求めることに
ついて（潮来市一般職の任期付職員の
採用及び給与の特例に関する条例の一
部を改正する条例を廃止する条例）

総務建設
委 員 会

承認

承認第9号
専決処分事項の承認を求めることに
ついて（潮来市参与設置に関する条例
の一部を改正する条例を廃止する条例）

総務建設
委 員 会

承認

承認第10号
専決処分事項の承認を求めることに
ついて（令和3年度潮来市一般会計補正
予算（第9号））

予算総額148億5,014万5千円とするもの
（2億151万1千円追加）

教育福祉経済
委　員　会

承認

議案第50号
潮来市国民健康保険条例の一部改正に
ついて

健康保険法施行令等の一部が改正されたこと
に伴う条例の改正

教育福祉経済
委　員　会

原案可決

議案第51号
工事請負契約の変更について（03-23
災南幹線水路災害復旧工事（第1工区））

工事請負契約変更に伴う議決

総務建設
委 員 会

原案可決

議案第52号
工事請負契約の変更について（03-23
災南幹線水路災害復旧工事（第2工区））

総務建設
委 員 会

原案可決

議案第53号
令和3年度潮来市一般会計補正予算
（第10号）

予算総額149億2,127万9千円とするもの
（7,113万4千円追加）

各所管
委員会

原案可決

議案第54号
令和3年度潮来市介護保険特別会計補正
予算（第2号）

予算総額23億231万7千円とするもの
（448万1千円減額）

教育福祉経済
委　員　会

原案可決

議案第55号
（追加議案）

令和3年度潮来市一般会計補正予算
（第11号）

予算総額151億1,750万3千円とするもの
（1億9,622万4千円追加）

― 原案可決

同意第5号
（追加議案）

潮来市固定資産評価審査委員会委員の
選任につき同意を求めることについて

任期満了に伴う委員の任命 ― 同意

※議案第55号と同意第5号は、追加議案として最終日（12月22日）に提出され、説明、質疑、採択されました。



令和４年２月　潮来市議会だより 185 号5

　

主
に
次
の
も
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

・ 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
業
務
代
行

　

委
託
料 

１
，９
８
３
万
６
千
円

・
予
防
接
種
業
務
委
託

 

２
，５
４
４
万
２
千
円

・
潮
来
市
立
図
書
館
設
備
改
修
工
事

 

３
１
万
４
千
円

・
前
川
市
民
プ
ー
ル
配
管
改
修
工
事

 

８
６
万
７
千
円

　

主
に
次
の
も
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

・ 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費

 
１
億
９
，５
０
０
万
円

※ 

当
初
予
定
し
て
い
た
５
万
円
の
先
行
給

付
と
合
わ
せ
て
、
ク
ー
ポ
ン
給
付
分
５

万
円
を
一
括
給
付
と
す
る
た
め
の
追
加

議
案
で
す
。

※
主
な
質
疑
を
紹
介
し
ま
す

問　

水
抜
き
状
態
を
確
保
す
る
た
め
の
工

法
の
追
加
、
伐
採
伐
根
の
範
囲
拡
大
等
が
あ

　

議
案
質
疑

る
が
事
前
に
予
測
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
？

答　

８
〜
９
月
に
発
生
し
た
台
風
や
大
雨

の
影
響
に
よ
り
計
画
し
て
い
た
排
水
処
理

が
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
た
。
ま
た
、
設

計
段
階
で
は
、
篠
竹
等
の
生
育
状
況
を
推

測
し
、
採
伐
伐
根
の
範
囲
を
特
定
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
予
測
は
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
。

【
歳　

入
】

問　

ふ
る
さ
と
納
税
額
３
，０
４
２
万
円

増
額
の
内
容
は
？

答　

令
和
２
年
度
と
令
和
３
年
度
の
７
〜

９
月
の
寄
附
額
合
計
を
比
較
し
、
令
和
３
年

度
の
伸
び
率
を
基
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
の
増
額
分
と
し
て
見
込
ん
だ
も
の
。

再
問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
が
増
額

す
る
と
判
断
し
た
根
拠
は
？

答　

今
ま
で
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
さ
と

ふ
る
、
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
）
に
加
え
、

新
た
に
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
追
加
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
の
見

や
す
さ
の
工
夫
、
さ
と
ふ
る
と
連
携
し
、

返
礼
品
の
拡
充
等
を
目
指
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
が
増
額
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
判
断
し
た
。

【
歳　

出
】

問　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

に
つ
い
て
、
申
請
が
必
要
な
方
は
ど
の
よ

う
な
方
か
？

答　

令
和
３
年
９
月
30
日
現
在
、
高
校
生

世
代
の
み
を
養
育
す
る
方
と
高
校
生
世
代

ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
公
務
員
。

　

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児
を
養
育

す
る
方
。

※ 

高
校
生
世
代
…
平
成
15
年
４
月
２
日
〜

平
成
18
年
４
月
１
生
ま
れ
の
児
童

※ 

い
ず
れ
も
、
児
童
手
当
の
本
則
給
付
と

同
等
内
所
得
で
あ
る
こ
と

※
主
な
議
案
等
を
紹
介
し
ま
す

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
法
律
の
改
正
が
行

わ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
期
末
手
当
の
額

の
改
正
を
行
わ
な
い
た
め
に
廃
止
し
ま
す
。

※
承
認
第
７
号
〜
第
９
号
も
同
じ
で
す
。

　

主
に
次
の
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

・ 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費

 

１
億
９
５
０
０
万
円

※ 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
給
付
金
と
し

て
、
５
万
円
の
先
行
給
付
分
で
す
。

　

作
業
に
必
要
な
水
抜
き
状
態
を
確
保
す

る
た
め
工
法
を
追
加
し
ま
す
。
ま
た
、
軟

弱
地
盤
の
た
め
堤
防
上
の
作
業
用
仮
設
道

路
を
鉄
板
敷
に
変
更
し
、
更
に
篠
竹
等
の

伐
採
伐
根
の
作
業
範
囲
を
拡
大
し
て
工
事

の
完
成
を
図
り
ま
す
。

※
議
案
52
号
も
同
じ
で
す
。

承認第６号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
潮
来
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
）

承認第10号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
令
和
３
年
度
潮
来
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
））

議案
第51号
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
０
３-

２
３
災
南
幹
線
水
路
災
害

復
旧
工
事
（
第
１
工
区
））

議案
第53号

令
和
３
年
度
潮
来
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

議案第55号
（追加議案）

令
和
３
年
度
潮
来
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

議案
第51号
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

（
０
３-

２
３
災
南
幹
線
水
路
災
害

復
旧
工
事
（
第
１
工
区
））

　12月６日、工事の視察を行いました。
　※P17でも紹介しています

議案
第53号

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

議案第55号
（追加議案）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）

次
の
ペ
ー
ジ
は

委
員
会
審
査
・
市
政
を
問
う

議
案
等
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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委 員 会 審 査

委員会での結果を議会最終日に各委員長が報告しました。

○
所
管
に
関
す
る
質
問

南
幹
線
水
路
に
つ
い
て

問　

南
幹
線
水
路
を
土
地
改
良
区
へ

引
渡
す
時
期
は
？

答　

第
２
工
区
、
第
３
工
区
は
12
月

中
に
、
第
１
工
区
は
１
月
に
完
成
検

査
を
行
い
、
検
査
完
了
後
に
土
地
改

良
区
へ
引
渡
す
予
定
。

水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い
て

問　

高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
バ
ス

レ
ー
ン
増
設
工
事
は
い
つ
行
う
の
か
？

答　

バ
ス
レ
ー
ン
増
設
工
事
は
、
今

年
度
に
開
始
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
発
注
の
準
備
を
行
う
。

道
の
駅
い
た
こ
か
ら
水
郷
潮
来

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
間
の
自
動
運

転
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　

現
在
の
状
況
は
？

答　

９
月
末
に
第
２
回
実
装
協
議
会

を
開
き
運
行
経
路
を
了
承
い
た
だ
い

た
。
２
月
頃
の
運
行
テ
ス
ト
計
画
を

検
討
し
て
お
り
、
運
行
経
路
の
舗
装

の
修
理
、
敷
設
工
事
が
終
わ
っ
た
あ

と
、
走
行
の
準
備
と
な
る
。

議
案
第
53
号

　

 

令
和
３
年
度
潮
来
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

 

【
所
管
科
目
】

【
歳　

入
】

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
補
助
金

 

３
，８
７
１
万
８
千
円

問　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

い
つ
頃
か
ら
始
ま
る
の
か
？

答　

３
回
目
の
対
象
者
は
２
回
目
の

接
種
後
、
８
ヶ
月
以
上
経
過
し
た
方

が
対
象
と
な
り
、
12
〜
１
月
は
医
療

従
事
者
の
方
に
接
種
券
を
送
付
し
、２

月
か
ら
高
齢
者
の
方
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

【
歳　

出
】

　

し
尿
処
理
費
（
薬
品
代
）

 

１
７
０
万
５
千
円

問　

活
性
炭
交
換
の
た
め
の
予
算
だ

が
、
全
体
の
活
性
炭
の
量
は
ど
の
程

度
で
、
交
換
の
サ
イ
ク
ル
は
？

答　

活
性
炭
吸
着
塔
が
あ
り
、
そ
の

中
に
１
ト
ン
程
度
入
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
２
〜
３
ヶ
月
毎
に
交
換
・
追
加

し
て
い
る
。

議
案
第
54
号

　

 

令
和
３
年
度
潮
来
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

【
歳　

入
】

　

 

保
険
料
の
増
額
（
７
０
０
万
円

増
）
に
つ
い
て

問　

増
額
は
、
他
の
歳
入
科
目
と
連

動
は
し
て
い
な
い
の
か
？

答　

保
険
料
の
増
額
は
、
被
保
険
者

数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
増
額
補
正

で
、
他
の
歳
入
科
目
と
の
連
動
は
し

て
い
な
い
。

○
所
管
に
関
す
る
質
問

　

 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付

金
事
業
に
つ
い
て

問　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
る
子
が
対
象
と
い
う
こ
と
で

よ
い
か
？

答　

令
和
３
年
９
月
30
日
が
基
準
日

だ
が
、
今
年
度
中
に
生
ま
れ
る
子
は

対
象
と
な
り
、
出
生
届
を
提
出
さ
れ

た
際
に
子
育
て
支
援
課
に
ご
案
内
す

る
等
、
課
で
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

総務建設委員会（12月9日）
付託された７件の議案を審査しました。

議
案
第
51
号
・
第
52
号

　

 

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に

　

つ
い
て

　

 （
０
３-

２
３
災
南
幹
線
水
路

災
害
復
旧
工
事
（
第
１
工

区
）・
第
２
工
区
））

　

12
月
6
日
に
総
務
建
設
委
員
会
主

催
に
よ
る
現
場
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
様
子
を
Ｐ
17
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

議
員
研
修
視
察

　

主
な
質
疑

教育福祉経済委員会（12月9日）
付託された４件の議案を審査しました。

　

主
な
質
疑
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次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

志
村　

一
議
員
・
沼
里
真
一
郎
議
員

次
の
ペ
ー
ジ
は

令
和
３
年
度　

予
算
に
つ
い
て

令
和
３
年

第
４
回

潮
来
市
議
会

定 
例 
会

市 政 を 問 う

志　

 

村 　
　

一
8
ページ

1　 もっと使い勝手のよい魅力ある高齢者
　　タクシーの実現を目指して
　　（高齢者タクシー利用割合
　　 令和2年度：35.9％
　　 令和3年度上半期：23.0％）
2　 旧牛堀出張所跡地の利活用等に関する
　　提言書の内容等について 12

ページ

平　

田　

健　

三

1　 重点道の駅、水郷潮来バスターミナル

　　一体化整備について

2　防犯カメラの設置強化について

3　上・下水道事業について

4　改正動物愛護管理法について

石　

田　

裕　

二
9
ページ

1　日本製鉄の中期経営計画について

2　学校給食センターの老朽化について　　

3　行政情報誌の全戸配布について　

飯　

島　

康　

弘
13
ページ

1　 コロナ禍における行政と地域のあり方に

ついて

　　（市民と行政の関係の希薄化改善を）

2　 マイナンバー制度について

　　（ 制度を理解し、市民の利便性の向上の

ために）

飯　

田　

幸　

弘
10
ページ

1　人口減少対策について

2　ふるさと納税の推進について

3　あやめまつり大会について

阿　

部　

慶　

介
14
ページ

1　動物殺処分ゼロをめざして

　　（ 昨今、命を軽んじる風潮が多いなか、

身近な動物との触れ合いを通じて命の

大切さの再確認を）

2　住民の皆様の為の総合窓口の創設を！

　　（市民の皆様に分かりやすい体制を）

　議員の質問や市の答弁には、市政の課題がたくさん詰まっています。どうぞご注目ください。
※質問は議員本人からの寄稿によるものです。8ページから14ページまで発言順に掲載しています。
　各議員の写真は、一般質問当日の様子を写したものです。

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

志
村　

一
議
員
・
石
田
裕
二
議
員

兼　

平　

直　

紀
11
ページ

1　 潮来市における企業誘致の現状とこれか

らの方針について　

2　 民間活力を活用した事業手法で行財政改革

　　の可能性について

3　 今ある制度を併用・利用して、住民サー

ビスの充実について

白抜きの数字は主な質問を要約して次頁から

掲載されたものです。それ以外の質問は紙面

の都合で掲載できませんでした。

　８ページから１４ページにありますＱＲ

コード（議員氏名隣）を読み取ると、映像で

視聴いただけますので、ぜひご覧ください。
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検
討
し
て
い
る
。

再
問　

利
用
す
る
方
々
の
た
め
に
ト
レ

イ
内
部
を
改
修
し
明
る
く
清
潔
感
あ
ふ

れ
る
公
衆
ト
イ
レ
を

　

例　

北
斎
公
園
の
ト
イ
レ

答　

市
長

　

継
続
、
廃
止
等
の
判
断
を
す
る
た

め
、
市
内
全
部
の
ト
イ
レ
を
調
査
し
た

中
で
北
斎
公
園
の
ト
イ
レ
は
修
繕
し
、

き
っ
ち
り
仕
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
改
修
の
内
容
等
を
協
議

し
て
お
り
、
素
晴
ら
し
い
ト
イ
レ
だ
な

と
言
え
る
よ
う
な
ト
イ
レ
に
し
て
い
き

た
い
。

問　

旧
牛
堀
出
張
所
跡
地
内
に
北
斎
公

園
の
ト
イ
レ
案
内
板
の
設
置
を

答　

建
設
部
長

　

旧
牛
堀
出
張
所
前
に
あ
る
北
斎
公
園

周
辺
の
案
内
板
に
つ
い
て
、
新
し
く
作

成
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
内
容
、

費
用
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
る
。

整
備
に
つ
い
て
は
、
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
と
し
て
利
活
用
の
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
協
議
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

問　

通
路
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
整

備
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
？

答　

総
務
部
長

　

車
止
め
を
設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
等
の
み
開
放
し
て
い
た
が
、
旧
牛
堀

出
張
所
の
解
体
後
は
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ

ン
グ
舗
装
部
分
を
開
放
し
、
通
路
と
し

て
運
用
し
て
い
る
。

問　

多
目
的
広
場
は
確
保
さ
れ
た
が
、

そ
の
利
用
促
進
に
ど
の
様
に
取
組
ん
で

い
る
の
か
？

答　

総
務
部
長

　

暫
定
的
に
日
常
的
な
広
場
と
し
て
利

用
し
て
い
る
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
（
水
郷

潮
来
花
火
大
会
等
）
で
会
場
を
提
供
し

て
い
る
。
引
続
き
検
討
を
重
ね
て
い
き

た
い
。

問　

多
目
的
広
場
の
利
用
方
法
、
連
絡

先
等
の
案
内
板
の
整
備
を

答　

市
長

　

多
目
的
広
場
を
利
用
す
る
際
、
広
場

の
連
絡
先
等
が
分
か
ら
な
い
と
主
催
し

た
団
体
も
利
用
で
き
な
い
の
で
、
早
急

に
利
用
の
際
の
連
絡
先
を
掲
示
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。

問　

旧
牛
堀
出
張
所
跡
地
に
隣
接
す
る

北
斎
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
を

答　

建
設
部
長

　

北
斎
公
園
の
ト
イ
レ
を
含
め
、
市
内

全
体
の
公
園
ト
イ
レ
等
の
現
況
調
査
を

行
い
維
持
管
理
及
び
修
繕
や
整
備
等
を

Q

　

も
っ
と
使
い
勝
手
の
よ
い
魅
力
あ

る
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
の
実
現
を
目
指
し

て問　

５
０
０
円
の
助
成
券
使
用
の
自
由
化

（
何
枚
で
も
使
用
可
能
、
対
象
者
複
数
で

も
合
わ
せ
て
使
用
可
能
）
の
導
入
は
？

答　

総
務
部
長

　

助
成
券
に
つ
い
て
は
素
案
を
い
く
つ

か
作
成
し
て
お
り
、
潮
来
市
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
で
方
向
性
を
決
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
本
人
記
入
欄

の
簡
略
化
（
氏
名
の
み
記
入
）
を

答　

市
民
福
祉
部
長

　

助
成
券
に
住
所
と
氏
名
を
記
入
す
る

こ
と
は
、
利
用
時
に
提
示
し
て
い
た
だ

く
保
険
証
等
の
本
人
確
認
書
類
と
照
合

し
、
助
成
券
の
不
正
利
用
を
防
止
す
る

た
め
。

問　

乗
降
車
場
所
の
緩
和
を

答　

市
民
福
祉
部
長

　

日
常
生
活
で
の
移
動
が
市
内
で
補
え

な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、
事
業
開
始
当

初
か
ら
乗
車
及
び
降
車
場
所
の
ど
ち
ら

か
が
市
内
で
あ
れ
ば
利
用
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

再
問　

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

場
合
、
発
着
の
い
ず
れ
か
を
潮
来
市
と

し
て
い
る
理
由
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

市
内
の
公
共
交
通
と
の
連
携
の
中
で
始

ま
っ
た
事
業
で
、
基
本
的
に
は
市
内
か
ら

市
外
へ
、
市
外
か
ら
市
内
へ
、
発
着
の
い

ず
れ
か
を
市
内
で
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

を
条
件
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問　

利
用
高
齢
者
目
線
に
立
っ
た
高
齢

者
タ
ク
シ
ー
利
用
の
手
引
書
作
成
の
工

夫
、
改
善
を

答　

市
民
福
祉
部
長

　

高
齢
者
の
方
々
と
関
わ
る
関
係
機

関
、
団
体
等
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
文
章
を
よ
り
簡
単
に
、
文
字
を

大
き
く
ま
た
は
強
調
さ
せ
た
り
、
白
黒

か
ら
カ
ラ
ー
に
し
た
り
、
イ
ラ
ス
ト
を

入
れ
た
り
す
る
等
、
利
用
さ
れ
る
高
齢

者
の
方
の
目
線
に
立
っ
た
工
夫
、
改
善

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

　

旧
牛
堀
出
張
所
跡
地
の
利
活
用
等

に
関
す
る
提
言
書
の
内
容
等
に
つ
い
て

問　

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド
と
隣
接
す
る
駐
輪

場
設
置
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
の
か
？

答　

総
務
部
長

　

提
言
書
に
記
載
が
あ
っ
た
駐
車
場
の

質問者 　志村　一

旧
牛
堀
出
張
所
跡
地
の
利

活
用
等
に
関
す
る
提
言
書

の
内
容
等
に
つ
い
て

Q2

も
っ
と
使
い
勝
手
の
よ
い

魅
力
あ
る
高
齢
者
タ
ク

シ
ー
の
実
現
を
目
指
し
て

（
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
割
合
：

令
和
2
年
度
３
５
．９
％
、

令
和
3
年
度
上
半
期
２
３
．０
％
）

Q1

▲北斎公園トイレ（中）

▲北斎公園トイレ（外）
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Q

　

行
政
情
報
誌
の
全
戸
配
布
を
！

問　

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
支
援
策
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
あ
る
い
は
災
害
情

報
な
ど
全
戸
配
布
の
必
要
性
が
高

い
。
次
年
度
の
取
組
み
状
況
は
？

答　

総
務
部
長

　

現
在
、
令
和
4
年
度
当
初
予
算
の

編
成
に
お
い
て
調
整
し
て
い
る
。
他

都
市
の
配
布
方
法
の
事
例
等
を
参
考

に
し
、
広
報
紙
で
試
み
れ
る
か
検
討

し
て
い
る
。

再
問　

他
自
治
体
で
も
取
組
ん
で
い

る
事
例
（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
）

が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
と
関

連
付
け
て
予
算
化
を
提
案
す
る
が

見
解
は
？

答　

総
務
部
長

　

日
本
郵
便
の
配
達
地
域
指
定
郵

便
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
協

力
を
含
め
た
他
自
治
体
等
の
事
例
も

踏
ま
え
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Q

　

日
本
製
鉄
の
高
炉
1
基
の
休
止

の
影
響
対
策
を
！

問　

影
響
と
対
策
は
？

答　

総
務
部
長

　

日
本
製
鉄
所
社
員
の
退
職
や
配
置

換
え
等
に
よ
る
住
民
税
の
減
収
、
グ

ル
ー
プ
会
社
や
協
力
会
社
等
の
経
営

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
、
対
策
に
つ

い
て
は
茨
城
県
、
鹿
嶋
市
等
と
引
続

き
連
携
し
進
め
て
行
き
た
い
。

再
問　

潮
来
市
内
の
身
近
な
事
業
者

（
中
小
企
業
、
宿
泊
・
飲
食
店
等
）

に
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
、
早
急
に
地
元
関
係
団
体
と
情

報
や
意
見
交
換
が
必
要
と
思
う
が

見
解
は
？

答　

総
務
部
長

　

茨
城
県
、
鹿
嶋
市
等
と
の
情
報
収

集
、
共
有
に
努
め
て
い
る
が
、
茨
城

県
、
鹿
嶋
市
で
も
日
本
製
鉄
か
ら
情

報
が
入
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の

様
な
状
況
の
た
め
、
引
続
き
情
報
収

集
、
共
有
を
行
い
、
地
元
経
済
団
体

の
連
携
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た

い
。

問　

開
設
か
ら
40
年
以
上
経
過
し
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望
事
項
に
も
な
っ
て
い

る
。
学
校
給
食
の
充
実
及
び
老
朽
化

対
策
を

答　

教
育
部
長

　

学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、

地
元
農
家
の
方
々
や
眞
中
シ
ェ
フ
と

協
力
し
、
市
や
茨
城
県
の
食
材
を
使

用
し
た
「
ま
る
ご
と
茨
城
デ
ー
」
の

実
施
。
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
協
力
の

下
、
食
育
に
関
す
る
講
義
や
選
手
が

考
え
た
リ
ク
エ
ス
ト
献
立
の
実
施
等

を
行
っ
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
対
策
は
、
計
画
的

な
保
全
に
よ
る
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
個

別
施
設
計
画
を
策
定
。
こ
の
計
画
に

基
づ
き
施
設
の
点
検
・
修
繕
等
を
行

い
、
施
設
の
予
防
保
全
を
図
り
な
が

ら
長
寿
命
化
に
よ
る
管
理
に
努
め
て

い
き
た
い
。

再
問　

国
の
食
育
計
画
も
改
定
さ
れ

て
い
る
。
潮
来
市
食
育
基
本
計
画
も

専
門
職
員
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
時
代
に
即
し
た
改
定
を
望
む
が

見
解
は
？

答　

教
育
部
長

　

現
在
、
管
理
栄
養
士
や
栄
養
教
諭

の
方
々
と
食
育
の
部
分
も
含
め
協

議
・
検
討
し
て
い
る
。
保
護
者
の

方
々
を
含
め
た
広
い
体
制
を
、
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

再
々
問　

最
新
の
施
設
は
、
衛
生
面

や
調
理
技
術
が
大
き
く
進
歩
し
て
い

る
。
準
備
と
し
て
施
設
の
改
修
計
画

を
検
討
・
議
論
し
て
は
？

答　

教
育
部
長

　

長
寿
命
化
及
び
建
替
え
の
部
分
も

考
慮
し
て
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
個
別

施
設
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、
現
在
、
学
校
適
正
化

計
画
、
実
施
計
画
に
よ
る
学
校
適
正

化
を
踏
ま
え
、
研
究
を
続
け
て
い
き

た
い
。

質問者 　石田 裕二

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

飯
田
幸
弘
議
員
・
兼
平
直
紀
議
員

行
政
情
報
誌
の
全
戸

配
布
を
！

Q3

日
本
製
鉄
の
高
炉
１

基
の
休
止
の
影
響

対
策
を
！

Q1

▲　潮来市学校給食センター

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

Q2
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ロ
ナ
対
策
等
）

答　

観
光
商
工
課
長

　

入
口
の
集
約
や
検
温
の
実
施
等
、

令
和
3
年
度
に
取
組
ん
だ
コ
ロ
ナ
対

策
を
ベ
ー
ス
に
令
和
4
年
度
も
取
組

ん
で
い
き
、
市
民
の
皆
様
や
あ
や
め

ま
つ
り
に
お
越
し
に
な
る
方
々
か
ら

愛
さ
れ
続
け
る
あ
や
め
ま
つ
り
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

問　
香
取
市
等
と
広
域
連
携
の
検
討
は
？

答　

観
光
商
工
課
長

　

潮
来
市
と
香
取
市
の
両
施
設
を
行

き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
香

取
市
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た

今
後
、
香
取
市
を
始
め
、
周
辺
自
治

体
と
連
携
し
て
様
々
な
取
組
み
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答　

環
境
経
済
部
長

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
、
新
た
な
作

業
も
付
加
え
ら
れ
な
が
ら
で
は
あ
っ

た
が
、
今
ま
で
主
体
と
な
っ
て
運
営

し
て
い
た
潮
来
市
商
工
会
の
皆
様
か

ら
ご
支
援
を
い
た
だ
く
形
で
ス
ム
ー

ズ
に
㈱
い
た
こ
へ
移
管
さ
れ
、
ろ
舟

遊
覧
船
事
業
は
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

問　

㈱
い
た
こ
が
あ
や
め
園
や
津
軽

河
岸
等
を
活
用
し
た
取
組
み
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

㈱
い
た
こ
で
は
、
観
光
庁
等
の
助

成
事
業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
様
々

な
事
業
に
取
組
み
、
ひ
と
つ
の
例
と

し
て
観
光
タ
ク
シ
ー
事
業
の
展
開
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
水
郷
旧

家
磯
山
邸
の
稼
働
率
向
上
を
目
指
し

た
事
業
等
を
企
画
し
取
組
ん
で
い
る
。

問　

令
和
4
年
の
開
催
に
向
け
た

準
備
は
？

答　

観
光
商
工
課
長

　

ポ
ス
タ
ー
制
作
、
潮
来
花
嫁
さ
ん

及
び
あ
や
め
娘
の
募
集
を
進
め
て
い

る
。
そ
の
中
で
、
潮
来
花
嫁
さ
ん
に

つ
い
て
は
、
令
和
3
年
度
に
実
施
で

き
な
か
っ
た
方
々
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
募
集
を
行
っ
て
い
る
。

問　

市
民
の
皆
様
の
参
画
は
？
（
コ

Q

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を

問　

寄
付
金
額
を
増
や
す
た
め
に
地

場
産
業
Ｐ
Ｒ
や
取
組
み
は
？

答　

総
務
部
長

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
2
社
か
ら
3

社
に
増
や
し
、
ま
た
、
市
の
Ｐ
Ｒ
拡

充
と
寄
附
額
の
増
額
を
目
指
し
、
事

業
者
説
明
会
を
実
施
。
返
礼
品
の
拡

充
と
そ
れ
を
取
り
扱
う
事
業
者
の
拡

大
に
取
組
ん
で
い
る
。
そ
し
て
今
後

の
取
組
み
の
た
め
原
市
長
自
ら
先
進

地
を
訪
問
し
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
み
を

通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
。

問　

返
礼
品
の
使
い
道
と
し
て
、
8
つ

の
事
業
が
示
さ
れ
て
い
る
が
割
合
は
？

答　

総
務
部
長

問　

体
験
型
の
返
礼
品
等
の
検
討
は
？

答　

企
画
調
整
課
長

　

令
和
3
年
12
月
10
日
か
ら
㈱
い
た

こ
で
、
ろ
舟
遊
覧
乗
船
券
を
返
礼
品

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

問　

返
礼
品
の
使
い
道
と
し
て
８
つ

の
事
業
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本

一
の
水
路
等
の
拡
充
は
？

答　

企
画
調
整
課
長

　

今
後
、
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
進

め
る
中
で
、
財
源
が
大
切
で
あ
り
、

研
究
を
し
な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Q
　

あ
や
め
ま
つ
り
大
会
に
つ
い
て

問　

あ
や
め
ま
つ
り
大
会
の
期
間
中

に
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
等
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

㈱
い
た
こ
が
主
体
と
し
て
開
催
さ
れ

た
手
漕
ぎ
の
ろ
舟
遊
覧
事
業
、
潮
来
ば

や
し
保
存
会
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
芸
座
船
に
よ
る
潮
来
ば
や
し
の
演

奏
。
そ
の
他
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ

ブ
の
皆
様
に
よ
る
あ
や
め
ま
つ
り
の
Ｐ

Ｒ
、
Ｊ
Ｒ
と
連
携
し
た
駅
か
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
等
を
開
催
し
た
。

問　

ろ
舟
遊
覧
事
業
が
㈱
い
た
こ
に

移
管
さ
れ
た
が
状
況
は
？

質問者 　飯田 幸弘

ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
を

Q1

あ
や
め
ま
つ
り
大
会

に
つ
い
て

Q2

令和2年度
事業内容 割合
保健福祉  5.6％

自然環境保護・保全  4.6％
防災・防犯  1.3％

産業振興及び観光振興  2.2％
教育・文化・
スポーツ活動  5.3％

あやめまつり応援 59.5％
新型コロナウイルス等

感染症対策  6.3％

市全体の発展に
寄与する事業 15.2％

▲　水郷潮来あやめ園
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再
問　

現
制
度
で
は
固
定
資
産
税
・

収
益
等
が
市
に
入
ら
な
い
。
今
後
の

整
備
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ら
昼
は

給
食
、
夜
間
は
工
場
。
健
康
ラ
ン
ド

は
24
時
間
対
応
等
な
ど
民
間
と
協
力

し
て
、
収
入
を
得
る
思
い
切
っ
た
手

法
を
検
討
し
て
み
て
は
？

答　

総
務
部
参
事

　

公
共
施
設
に
関
し
て
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

等
の
手
法
も
含
め
て
最
大
限
に
民
間

の
資
源
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
の
公
共
施
設
の
建

替
え
等
も
含
め
た
管
理
に
つ
い
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
募
集
で
き
る

か
ど
う
か
も
含
め
調
査
・
研
究
し
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

費
用
を
か
け
ず
、
今
あ
る
制
度

を
利
用
し
て
！

問　

毎
月
、
上
下
水
道
検
針
集
金
の

業
務
委
託
を
利
用
し
て
市
の
広
報
等

を
配
れ
な
い
か
？

答　

建
設
部
長

　

委
託
業
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
状
で
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
対
応
は

困
難
で
あ
り
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
作
業

を
考
え
た
場
合
、
雇
用
体
系
の
見
直

し
や
増
員
等
も
生
じ
る
と
回
答
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
新
た
な
費
用
が
生

じ
る
の
な
ら
ば
、
水
道
事
業
の
検
針

員
に
限
定
せ
ず
、
関
係
部
署
と
調
整

を
図
り
改
め
て
業
務
委
託
の
方
針
を

総
合
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

誘
致
を
図
れ
る
用
地
面
積
は
？

答　

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

主
に
潮
来
イ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
７

ha
、
須
賀
地
区
１
．
９
ha
、
稲
井
川

地
区
７
ha
で
合
計
１
５
．
９
ha
。

再
問　

今
後
、増
や
し
て
い
く
方
針
は
？

答　

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

東
関
東
自
動
車
道
の
延
伸
、
国
道

51
号
バ
イ
パ
ス
整
備
や
県
道
潮
来
・

佐
原
等
の
沿
道
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に

期
待
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
公
共

施
設
で
用
途
廃
止
し
た
土
地
も
あ

り
、
そ
ち
ら
も
視
野
に
い
れ
な
が
ら

取
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

旧
観
光
農
園
用
地
（
道
の
駅
い
た

こ
の
後
背
地
）
は
、
農
地
転
用
等
を
含

め
各
種
手
続
き
を
し
、
企
業
誘
致
が
進

め
ら
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
太
陽

光
発
電
所
に
な
っ
た
経
緯
は
？

答　

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

潮
来
市
企
業
誘
致
選
定
委
員
会
に

お
い
て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
企
業
選
定
を
実
施
し
、
平
成
24
年

10
月
29
日
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
者

と
の
協
定
を
締
結
し
現
在
に
至
る
。

再
問　

当
市
が
進
め
て
き
た
企
業
誘

致
の
目
的
、
雇
用
機
会
の
促
進
、
地

域
経
済
の
復
興
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て

い
な
い
か
？

答　

企
業
誘
致
推
進
室
長

　

最
大
の
目
的
は
地
域
経
済
の
活
性

化
、
雇
用
の
創
出
で
あ
り
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
誘
致
で
終
了
で
は
な

く
、
契
約
期
間
を
見
通
し
な
が
ら

探
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

再
々
問　

発
電
所
に
よ
っ
て
、
一
般

財
源
が
確
保
さ
れ
、
当
市
に
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
今
後
、
同
用

地
（
市
の
用
地
）
を
ど
の
よ
う
な
方

針
で
進
め
い
く
の
か
？

答　

市
長

　

雇
用
を
生
む
企
業
を
誘
致
す
る
た

め
約
25
億
円
の
投
資
を
し
、
農
地
転

用
等
様
々
な
こ
と
を
や
っ
て
き
た
。

現
在
も
何
件
も
お
断
り
し
て
お
り
、

契
約
期
間
満
了
後
、
違
う
形
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

市
長
が
進
め
て
い
る
「
日
本
一

の
水
路
」
と
同
用
地
の
関
連
性
は
？

答　

総
務
部
長

　

当
該
地
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
賃

貸
借
契
約
が
あ
る
た
め
、
契
約
満
了

後
に
水
辺
の
景
観
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
企
業
誘
致
等
を
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
。

Q

　

民
間
の
力
を
利
用
し
て
改
革

を
！
！

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
効
率
的

な
公
共
設
備
の
整
備
・
運
用
等
に
民

間
の
資
金
・
経
営
能
力
を
活
用
す
る

手
法
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
）・
政
策
が
必
要

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
・
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
と

は
、
民
間
の
資
金
・
経
営
能
力
等
を

活
か
し
、
公
共
施
設
の
建
設
や
改

修
、
運
営
等
を
民
間
主
導
で
行
い
、

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
る
考
え
方
。

問　

活
用
す
る
た
め
に
審
議
会
等
設

置
し
、
準
備
検
討
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
？

答　

総
務
部
参
事

　

民
間
活
力
を
公
共
施
設
に
反
映
し

て
い
く
方
針
や
調
整
に
つ
い
て
は
、

大
綱
・
計
画
等
で
策
定
さ
れ
て
お

り
、
継
続
的
に
調
査
・
調
整
し
て
お

り
、
審
議
会
に
つ
い
て
も
設
置
の
方

向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問者 　兼平 直紀

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

平
田
健
三
議
員
・
飯
島
康
弘
議
員

民
間
の
力
を
利
用
し

て
改
革
を
!!

Q2

企
業
誘
致
の
現
状
と
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
!!

Q1

費
用
を
か
け
ず
、
今
あ

る
制
度
を
利
用
し
て
！

Q3
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付
き
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
調
査
し

て
お
り
、
今
後
も
引
続
き
調
査
を
し

て
い
き
た
い
。

Ｑ　

上
・
下
水
道
事
業
の
経
営
戦
略

の
構
築
を
！

問　

上
・
下
水
道
の
無
収
水
の
強
化

対
策
を
！

答　

建
設
部
長

　

令
和
６
年
度
ま
で
に
老
朽
管
の
更
新

を
進
め
て
い
く
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

完
了
す
れ
ば
老
朽
管
に
よ
る
漏
水
等
も

減
少
す
る
と
考
え
て
い
る
。
現
状
の
対

策
と
し
て
、
漏
水
の
早
期
発
見
と
早
期

修
繕
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

茨
城
県
か
ら
の
全
面
受
水
の
進

捗
状
況
は
？

答　

建
設
部
長

　

令
和
５
年
度
か
ら
の
全
面
受
水
に

向
け
、
令
和
２
年
度
に
管
理
棟
部
防

水
工
事
、
令
和
3
年
度
に
遠
方
監
視

整
備
工
事
を
実
施
。
令
和
４
年
度
に

受
水
管
布
設
工
事
及
び
過
塩
素
注
入

設
備
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

Ｑ　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
強
化
を
図

れ
！

問　

通
学
路
、
児
童
公
園
等
に
早
期

設
置
を
！

答　

総
務
部
長

　

現
在
、
潮
来
駅
東
口
、
永
山
交
差

点
等
、
市
内
６
箇
所
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
。
更
に
令
和
５
年
度
ま
で

に
、
延
方
駅
南
口
、
大
賀
坂
下
等
の

市
内
9
箇
所
に
設
置
予
定
。
ま
た
、

高
齢
者
や
子
ど
も
の
見
守
り
、
犯
罪

抑
止
に
も
効
果
が
あ
る
見
守
り
機
能

Ｑ　

改
正
動
物
愛
護
管
理
法
の
周
知

徹
底
を
！

問　

取
組
み
強
化
の
内
容
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

法
及
び
法
令
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
生
後
65
日
以
下
の
犬
・
猫
の
販

売
禁
止
、
毛
や
爪
の
衛
生
面
に
お
け

る
注
意
、
犬
・
猫
を
入
れ
る
ケ
ー
ジ

の
大
き
さ
の
指
定
、
従
業
員
1
人
当

た
り
の
飼
育
数
の
上
限
等
が
あ
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
業
者
に
つ
い
て

は
法
に
基
づ
い
て
、
関
連
機
関
と
協

力
・
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
指
導
に

努
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
飼
い
主

の
方
に
は
、
飼
育
マ
ナ
ー
の
向
上
を

目
指
す
と
と
も
に
終
生
飼
養
や
適
正

飼
育
等
に
関
し
て
、
飼
い
主
の
方
へ

継
続
し
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

重
点
道
の
駅
、
水
郷
潮
来
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
一
体
化
強
化
を
！

問　

事
業
成
果
と
今
後
の
取
組
み
は
？

答　

総
務
部
長

　

潮
来
イ
ン
タ
ー
出
口
の
右
折
２
車

線
化
、
県
道
潮
来
・
佐
原
線
の
左
折

レ
ー
ン
の
増
設
、
ま
た
、
道
の
駅
駐

車
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ベ
ビ
ー

ケ
ア
ル
ー
ム
の
設
置
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
駐
車
場
拡
張
や
待
合
所
の
整

備
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
令
和
４
年
２
月
に
道
の

駅
い
た
こ
と
水
郷
潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
間
の
自
動
運
転
の
実
証
実
験
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
、

茨
城
県
な
ど
と
連
携
し
、
水
郷
潮
来

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
さ
ら
な
る
交
通

結
節
の
拠
点
と
す
る
た
め
の
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

質問者 　平田 健三

重
点
道
の
駅
、
水
郷

潮
来
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
一
体
化
強
化
を
！

Q1

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

強
化
を
図
れ
！

Q2

改
正
動
物
愛
護
管
理

法
の
周
知
徹
底
を
！

Q4

上
・
下
水
道
事
業
の

経
営
戦
略
の
構
築
を
！

Q3

▲　道の駅いたこ

▲　水郷潮来バスターミナル
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Q

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
行
政
と
地

域
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　

こ
れ
ま
で
も
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
が
危
惧
さ
れ
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
。
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
？

答　

総
務
部
長

　

日
常
に
お
け
る
活
動
制
限
が
あ
る

中
で
、
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
地

域
活
動
を
元
に
戻
せ
る
か
ど
う
か
を

踏
ま
え
、
新
た
な
活
動
方
法
も
模
索

し
な
が
ら
、
市
民
協
働
の
施
策
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
「
市
民
協
働
」
が
重
要
な
視
点

で
あ
り
、
市
民
と
行
政
の
希
薄
化
の

改
善
が
必
要
で
は
？

答　

総
務
部
長

「
市
民
協
働
」
は
重
点
施
策
で
あ

り
、
現
在
、
各
区
の
課
題
の
調
整
や

区
長
と
加
入
促
進
を
中
心
に
取
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
調
査
及
び
区
長
会

と
の
協
議
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

問　

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
の

考
え
方
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

イ
ベ
ン
ト
、
行
事
等
の
実
施
に
つ

い
て
は
、
感
染
症
予
防
対
策
の
周
知

徹
底
や
3
回
目
の
追
加
接
種
体
制
の

構
築
等
の
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
、

国
・
県
の
動
向
や
ブ
レ
イ
ク
す
る
感

染
等
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
ワ

ク
チ
ン
・
検
査
パ
ッ
ケ
ー
ジ
制
度
等

の
適
切
な
運
用
を
図
り
、
行
っ
て
い

き
た
い
。

問　

地
方
創
生
交
付
金
等
を
含
め
た

市
の
支
援
策
は
？

答　

総
務
部
長

　

国
会
で
補
正
予
算
が
審
議
中
の
た

め
、
交
付
限
度
額
や
使
用
用
途
が
わ

か
り
次
第
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

市
内
の
状
況
を
し
っ
か
り
と
把

握
し
、
市
民
や
事
業
者
の
た
め
に
な

る
支
援
策
を

答　

総
務
部
長

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
考

え
、
議
員
各
位
と
議
論
を
進
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Q

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

状
況
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

問　

4
割
の
方
が
持
っ
て
い
て
、
6

割
の
方
が
持
っ
て
い
な
い
。
6
割
の

方
に
向
け
た
今
後
の
活
動
は
？

答　

市
民
課
長

　

潮
来
市
在
住
の
方
向
け
の
出
張
申

請
を
行
い
、
令
和
3
年
4
〜
11
月
ま

で
56
箇
所
で
４
４
９
名
の
方
に
申
請

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
出
張
申
請
サ

ポ
ー
ト
等
の
広
報
を
行
い
、
よ
り
多

く
の
市
民
の
皆
様
の
申
請
を
い
た
だ

質問者 　飯島 康弘

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
政
を
問
う 

一
般
質
問　

阿
部
慶
介
議
員
・
議
員
研
修
報
告

け
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

申
請
等
の
手
続
き
に
つ
い
て
、

ポ
イ
ン
ト
の
付
与
な
ど
の
経
済
対
策

等
、
国
の
様
々
な
施
策
が
絡
ん
で
い

る
。
市
民
の
方
や
窓
口
で
対
応
す
る

職
員
に
手
続
き
の
混
乱
の
な
い
よ
う

求
め
る
が
対
策
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

申
請
や
交
付
、
更
新
等
の
手
続
き

を
希
望
さ
れ
る
市
民
の
方
を
ス
ム
ー

ズ
に
案
内
で
き
る
よ
う
、
継
続
し
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
、
関
係
部
署
と
の
連
携
、
職
員
間

の
情
報
共
有
等
を
図
り
、
混
乱
が
無

い
よ
う
手
続
き
サ
ポ
ー
ト
を
整
え
て

い
き
た
い
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
目
的
は

市
民
の
利
便
の
向
上
、
行
政
の
効
率

化
で
あ
る
。
い
ち
早
く
、
体
制
を
整

え
た
い
が
い
か
が
か
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

カ
ー
ド
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
市

民
の
方
々
の
手
続
き
や
行
政
事
務
の

効
率
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

お
り
、
潮
来
市
に
お
い
て
も
交
付
円

滑
化
の
た
め
の
計
画
を
策
定
し
取
組

ん
で
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て

Q2

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

行
政
と
地
域
の
在
り

方
に
つ
い
て

Q1

令和3年11月末現在
鹿行５市 交付率
潮来市 42.3％
鹿嶋市 41.0％
神栖市 37.5％
行方市 31.3％
鉾田市 28.7％

※全　国　 39.9％
茨城県 38.0％
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画
の
中
に
も
学
校
教
育
と
の
連
携
に

つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
、
今
後
、
学

校
教
育
と
連
携
し
た
企
画
を
教
育
委

員
会
等
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

Q

　

住
民
の
方
々
の
為
の
総
合
窓
口

（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
）
の
創
設

を
！

　

相
談
支
援
、
参
加
支
援
、
地
域
づ

く
り
の
事
業
の
３
つ
を
一
体
的
に
実

施
す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

が
あ
る
。

問　

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に

よ
る
総
合
窓
口
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
）
を
実
施
す
る
予
定
は
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

整
備
事
業
に
取
組
む
に
あ
た
り
、

実
施
計
画
や
ケ
ー
ス
ご
と
に
支
援
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
そ
の
支
援
プ
ラ
ン
の
精
査
や

精
査
す
る
た
め
の
機
関
の
創
設
等
、

事
前
に
支
援
体
制
整
備
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
引
続
き
、
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
目
標
と
し
て
令
和
5
年

度
末
ま
で
に
体
制
を
整
備
し
、
事
業

実
施
に
向
け
取
組
ん
で
い
き
た
い
と

答　

環
境
課
長

　

環
境
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
、
迷

子
等
に
な
っ
て
飼
い
主
が
捜
し
て
い

る
犬
猫
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
掲
載
場
所
の
移
動
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

逸
走
し
た
動
物
に
つ
い
て
、

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
犬
の
場
合
、
令
和
元
年
１
，

４
２
１
頭
が
逸
走
し
、
う
ち
返
還
さ

れ
た
の
が
１
４
９
頭
。
譲
渡
さ
れ

た
の
が
１
，１
８
４
頭
と
な
っ
て
い

る
。
な
る
べ
く
譲
渡
に
結
び
付
け
る

為
、
市
の
情
報
版
等
に
掲
載
し
て
み

て
は
？

答　

環
境
課
長

　

情
報
版
に
掲
載
す
る
場
合
、
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
を
考
え
て
い
る
が
、
他

の
記
事
も
あ
る
の
で
、
今
後
の
掲
載

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
身
近
な
動
物
と
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
命
を
大
切
に
す
る
心
を
育
む

動
物
触
れ
合
い
教
室
や
命
の
教
室
を

学
校
教
育
と
連
携
し
、
開
催
し
て
み

て
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

茨
城
県
の
動
物
愛
護
管
理
推
進
計

考
え
て
い
る
。

再
問　

潮
来
市
の
支
援
や
ニ
ー
ズ
の

現
状
、
将
来
的
に
人
口
変
動
の
状
況

や
街
づ
く
り
の
方
針
等
を
踏
ま
え
る

と
、
こ
の
事
業
は
ど
う
か
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

市
民
ニ
ー
ズ
を
考
え
る
と
、
1
箇

所
の
窓
口
で
の
相
談
が
分
か
り
や
す

く
便
利
だ
と
考
え
る
が
、
福
祉
全
般

の
相
談
と
な
る
と
広
範
囲
に
及
び
職

員
の
体
制
や
事
務
の
煩
雑
化
等
の
課

題
が
多
々
あ
り
、
各
部
署
で
対
応
し

た
方
が
早
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
窓
口
体
制
に
つ
い
て

は
、
関
係
部
署
等
と
潮
来
市
に
合
っ

た
窓
口
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

再
々
問　

重
層
的
支
援
を
行
う
上
で
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
分
野

を
問
わ
ず
相
談
支
援
を
行
え
る
こ
と
が

で
き
良
さ
そ
う
だ
が
、
潮
来
市
の
実
情

に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
か
？

答　

市
民
福
祉
部
長

　

整
備
事
業
を
行
う
上
で
、
必
ず
総
合

窓
口
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
）
に
す
る

必
要
は
な
い
た
め
、
市
の
実
情
を
踏
ま

え
た
上
で
、
窓
口
の
連
携
強
化
や
業
務

委
託
等
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Q

　

動
物
察
処
分
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

問　
年
間
殺
処
分
さ
れ
る
動
物
の
数
は
？

答　

環
境
経
済
部
長

　

茨
城
県
動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
等
の

令
和
2
年
度
、
茨
城
県
内
の
殺
処
分

頭
数
に
つ
い
て
犬
は
致
死
処
分
が
2

頭
、
収
容
中
の
死
亡
が
38
頭
。
猫
は

致
死
処
分
が
21
頭
、
収
容
中
の
死
亡

が
３
８
７
頭
。

※
致
死
処
分
は
、
重
い
病
気
、
事
故

等
で
回
復
の
見
込
み
が
な
い
場
合
に

限
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
収
容
中
の
死

亡
は
、
病
気
も
し
く
は
衰
弱
に
よ
っ

て
亡
く
な
っ
た
場
合
で
す
。

問　

環
境
課
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
迷
子

に
な
っ
た
犬
や
猫
等
の
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
掲
載
場
所
を
目
立
つ

場
所
に
移
動
し
て
は
？

動
物
殺
処
分
ゼ
ロ
を

め
ざ
し
て

Q1

質問者 　阿部 慶介

住
民
の
方
々
の
為
の
総

合
窓
口
（
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
）
の
創
設
を
！

Q2



令和４年２月　潮来市議会だより 185 号15

次
の
ペ
ー
ジ
は

市
内
視
察
報
告

　議員の全体研修会を開催しました。
　研修の様子と内容を紹介します。

実施日　１１月１８日（木）
▶テーマ　「議会改革に向けた議員の在り方」について
　　　　　　・市民が求める議会、議員（意識改革）
　　　　　　・議会運営の在り方（全員協議会、委員会（協議会）等）

▶講　師　取手市議会事務局次長　岩
いわ

﨑
さき

弘
ひろ

宜
まさ

　氏（写真右）

　研修を受けて
　講師に取手市議会事務局次長　岩

いわ

﨑
さき

弘
ひろ

宜
まさ

　氏を講師にお招
きし、「議会改革に向けた議員の在り方」をテーマにして議員
研修会を開催しました。
　研修では潮来市議会の今後求められる点や議員の在り方につ
いて、具体的な内容を交えて、議員の意識改革に向けた講義をし
ていただき、さらに、同じテーマで４つのグループに分かれグ
ループワークを行い、その後、全員で意見の共有を図りました。
　今後も市民の皆さんに信頼され、求められる潮来市議会を目
指してまいります。

研修の様子

議 員 研 修 報 告



令和４年２月　潮来市議会だより 185 号 16

　総務建設委員会主催で市内工事現場の視察を行いました。

【視察を行って】
　今回の工事により、物流機能の強化や地域産業の発展、
鹿島港等のアクセス性の向上が期待され、さらに神宮橋の
架け替えにより、安心・安全なネットワークの形成が見込
まれます。
　コロナ禍の影響により経済が低迷する中、地域経済の回
復の光明となることを期待します。

市 内 視 察 報 告

　東京オリンピック・パラリンピック大会の
ホストタウン活動等を契機に、市民の皆さん
が快適にスポーツやレクリエーションに取組
めるよう、その活動拠点として期待されます。

１１月１７日　国土交通省関東地方整備局管内工事

１２月６日　前川運動公園多目的グラウンド人工芝工事

▶場　所　東関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）小泉高架橋区間
　　　　　一般国道５１号線潮来バイパス・関東自動車道水戸線（潮来～鉾田）併設区間
　　　　　　　　〃　　　　新神宮橋架替え４車線区間

▲　令和４年２月撮影

※東関東道自動車水戸線（潮来～鉾田）は、令和７～８年度の開通を目標とされています。
　新神宮橋架替え４車線区間の完成時期は、今後の工事の進捗状況により決定されます。

※令和４年３月中旬、完成予定です。



令和４年２月　潮来市議会だより 185 号17

次
の
ペ
ー
ジ
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別
委
員
会
・
議
会
の
動
き

▶場　所　・第１工区・・・大洲閘門　から　谷 境 橋
　　　　　・第２工区・・・谷 境 橋　から　福 島 橋

【視察を行って】
　東日本大震災から11年を迎え、今なお、震災の
傷跡が残っています。本市の「日本一の水路のまち
基本計画」において地域資源の中心となる「前川」
へつなぐルートと期待されます。折しも新型コロナ
ウイルス感染症の世界的な大流行から多くの産業に
影響を及ぼしている中、地域資源を復旧し、低迷す
る地域経済に活用されることを切望します。

１２月６日　03-23災南幹線水路災害復旧工事（第1工区）・（第2工区）

１２月６日　水郷潮来バスターミナル待合所

　新しくなった待合所は、
待合スペースを2倍に、カ
ウンター席を設け、テレビ
モニターで観光情報等を提
供しています。

※工事の完成年月日は以下のとおりです。
　第１工区・・・令和４年１月４日
　第２工区・・・令和３年１２月２２日

※ 令和3年10月9日にオープンしました



令和４年２月　潮来市議会だより 185 号 18

①　令和３年度臨時交付金（24事業）の進捗

②　今後の対応について　　　　　　等々

説明を受け、その内容について質疑を行いました。

・感染予防対策事業
問　 今後のコロナ対策（オミクロン等）を各施
設で実施する必要があるが予算は充分か？

答　 今年度の対策を取れるだけの予算はあり、
消耗品等の備蓄も十分にある。

・感染予防対策事業（小中学校）
問　 オンライン授業のため、大型モニターを購入。

オンライン授業の環境整備は終了したか？
答　 全ての教室に配備済みで、通常授業でも対
応できるようになっている。

【質　疑】 ※一部を紹介します

『新型コロナウイルス感染症対策特別委員会』
　第１４回開催【１月１４日】

き議会の動
▼10月
12日　議員研修
　　　 ※議会だより184号で紹介しています
18日　地域交通活性化協議会 議　長　
19日　市政20周年記念対談 正副議長
22日　茨城県市議会議長会理事会 議　長　

▼12月
 1日　第4回定例会　開会
 6日　市内視察研修
　　　 （03-23災南幹線水路災害復旧工事）

 8日　第4回定例会　議案質疑
　　　　　　　　　　委員会付託
　　  全員協議会
 9日　総務建設委員会 関係議員
　　  教育福祉経済委員会 〃 　
11日　百里基地開庁55周年式典 議　長　
12日　茨城県議会議員潮来市・行方市
　　　　　　　　　　　選挙区補欠選挙
17日　第4回定例会　一般通告質問
20日　　　 〃　　　一般通告質問
22日　　　 〃　　　閉会

▼11月
 2日　議会運営委員会 関係議員
 8日　全員協議会
10日　第3回臨時会
11日　地域福祉計画策定委員会 議　長　
15日　県東議長会定例会 議　長　
16日　議会運営委員会 関係議員
17日　市内視察研修
　　　 （国土交通省関東地方整備局管内工事）
18日　教育福祉経済委員会協議会 関係議員
　　  議員全体研修会
19日　総務建設委員会協議会 関係議員
23日　故 藤嶋正孝元県議会議長合同葬
25日　議会運営委員会 関係議員
27日　潮来市制20周年記念式典

（10～12月）

・公共的空間安全、安心確保事業（図書館）
問　 コワーキングスペースの活用状況とそのチ
ラシが配布されたことに対する反応は？

答　 活用状況は、商工会の相談会等で使用され
ている。チラシが配布されたことによる反
応は、環境が整って良かった等の意見をい
ただいており、今後も周知していきたい。

※コワーキングスペースとは？
　「共同で働く場所」という意味で、様々な年齢、
職種、所属の人たちが空間を共有しながら仕事を行
うスペースのことです。
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次
の
ペ
ー
ジ
は

編
集
後
記
・
お
知
ら
せ

1　市政運営
　潮来市のまちづくりや住民福祉の向上
など、市政運営は市民の代表である市長
（執行機関）と市議会議員で構成する議
会（議事機関）に委ねられています。両
者は、互いに独立し市政を運営していま
す。（二元代表制）

2　議会の主な役割・使命
（１）議決権
　　 　市政を進めて行く上での重要な事柄、例えば条例の制定や改廃、予算を定めること、決算を認定す
ることなどを決定しています。

（２）検査及び監査権
　　　行財政運営や事務処理を検査し、監査を請求することができます。

二元代表制
・条例・予算などの議案提出

・条例・予算などの議決
・市民のための政策提言

【執行機関】

市　長
政策、事業を実際
に進めます

【議事機関】

議　会
条例の制定、予算
の決定等をします

市議会の仕組みと役割

みなさんの願い　議会に伝えてください
　潮来市に要望があるときは、市議会に文書で伝えること
ができます。
　請願・陳情はいつでも受付けていますが、直近の定例会
で審査を行うためには、定例会開会約２週間前に開かれる
議会運営委員会の前日が受付期限になっています。詳細は
議会事務局へお問い合わせください。

１名以上の紹介議員が必要です。提出
された請願は、議会で審議し、採択・不
採択を決定します。
※ 連名のときは末尾に署名簿を添え、住所・氏
名には、代表者を記載し、つづいてほか何名
と記載してください。

請　願

陳　情
　様式は特に決まっておらず、紹介議員
は必要ありません。原則として議員配布
のみとなり、議会での審議は行いません。
※郵送でも受付ています。

《記載例》請願書の場合

《表紙》

○○○に関する請願書

紹介議員　氏　名　㊞

《内容》
件名　○○に関する請願
要旨　　……………
理由　　……………
　　令和　　年　月　日
請願者（代表）
　　住所
　　氏名　　　　　　　㊞
潮来市議会議長　　　　様
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私
が
広
報
編
集
委
員
に
な
っ
て
か
ら
の

2
年
間
、
広
報
編
集
委
員
長
の
も
と
、
副

委
員
長
と
し
て
務
め
、
潮
来
市
政
や
議
員

活
動
に
つ
い
て
、
よ
り
わ
か
り
易
く
お
伝

え
す
る
こ
と
を
目
標
に
努
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
わ
か
り
易
さ
だ
け

で
な
く
、
中
身
も
充
実
し
た
も
の
に
な
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
潮
来
市
議
会
発
行

の
議
会
だ
よ
り
『
み
ら
い
』
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
広
報
編
集
委
員
会
を
代
表
い
た
し
ま

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
『
み
ら
い
』

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
編
集
副
委
員
長　

阿
部　

慶
介

動画サイトQRコード

動画でみる！

市 議 会

　スマートフォンやタ
ブレットでもご視聴い
ただけます。ぜひご利
用ください。

　今回の表紙は、牛堀小学校４年生の社
会の授業の様子です。
　茨城県内の地方で古くから残る建物等
をチャート図に整理して、学習を進めて
います。　
　皆さん、タブレットを上手に操作し、
積極的に授業に取り組んでいます。

タブレットを使った授業の様子表紙の説明

　市議会では、市民のみなさんの生活に
直結した重要な問題が審議されています。
　議員の活動状況や市政の内容を知る
ためにも、ぜひ議会の傍聴にお越しく
ださい。

議会だよりについて
　議会だよりは、年４回定例会（6月、

9月、12月、3月）後に発行されます。

　各区で配布されたり、市内のコンビ

ニ、銀行、公共施設（図書館や公民

館）にも置いてありますのでご覧くだ

さい。

■
FA
X
 0299－

77－
9823


